
��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

���� ���°�ß��
9	÷ ���� ��
�	Õ	Ç
�
þ�¯ ���t ��
�
À�x�– ������ 	«	Ñ ��
�	Õ	Ç
� ���°�ß��
9	÷�* ���� �� �� ��


 
Ô	-
�
À�x�–	'
Ì�Á �� 	§	«	-
�	Õ	-	Ç
� 
þ�¯	Q
U
W	�	%	�	=	���
ž	÷	�	��–�1	-
	Ô�h	
	H��	æ	Ï	Ç	=	K	J
í
š
�	-	�	J
·�°��
�
¶	Q�T
¼	&	�	=	��� ��

��
«
]�� 	Q�•
è	Ó	*
$	@	J	�	@	*	.����	�
<	û	
	H	Ï�²��	Q	Ç
�	���
ÿ	÷�° 	-
	Ç
�	*	.
�
ƒ	-
$	R	���	Q	÷	�	J	�	'	�	ö�s	&	��� ��
�^	ý
�	-�Ú	÷�°	-
�	í
¶�–�1��	–	¥	b	g	V	T	-
9	÷
þ�¯	Q
¨
s	�	=	�	F	��� ��


]��	Q
��Ù	�	�
•�&	�	&	�	%	�	J	
	s	Y	u	a ��

�Ú	÷�° �B
�
ƒ
¶��	ø	ì�C ��
�$�,�B	¯
u�x�–�C ��
���Ú	÷�° 	- 	¯
u�x�– �M
/ ��

�� ����
�	í
¶ ���è
�	í
¶�–�1	- �x�–�M
/�B	Ô
/�C ��
�� ����	–	¥	b ���è	–	¥	b	g	V	T �–�1	-�x�–�M
/ �B	Ô
/�C ��
��

�(�7�B
-�–�¼ �N�Ø�C��
���Ú	÷�°	- 
-�–�¼�N�Ø�M
/ ��

�x�–	*
ž	÷	�	%	�	J�°�ß��	-
4�‘ ��
�~
2
� �°�ß�� 	.�…	=	)	� ��


U	¼
P
/�B �1�7�3���B
�
ƒ
¶��	ø	ì�C ��

Ì�Á �� 	§	« 	&	Ç	=	K	� 	Õ��	-
·�° �©
�
¶ ��

			G	2	¼
Q�M
/ ��

�~��
�	.
�	Õ	*�…	=	)	��� 
h	Õ��
�	#	Õ	.	�	K	�	K ��

�� ���� 	'	]	X	¥	z ��


Ì�Á 	§	« 	&	Ç	=	K	�
	«	Ñ�� 
�	Õ	Ç
� ��


 
Ô	-
�
À �x�– 	-	¼
Q�M
/ ��
�B�o�o
�	å�…	?�C ��

	¼
Q�B
�
ƒ
¶��	ø	ì�C ��


ÿ	÷�° 	-�x�– �M
/�B �$�,�C	'��

-�–�¼�N�Ø�M
/�B �(�7����


ÿ	÷�° �B
�
ƒ
¶��	ø	ì�C ��

�$���� �� �� ��
�S���� �� �� �� ��

����

	«	Ñ ������ 	©
��Z ��

	Ý	ô
¨	ï �ñ
�
ƒ
¶	-
š	á
û�Ž ��

	«	Ñ	«	Ñ

	Ý	ô
¨	ï

�&���� �� �� ��
�S������ �� �� ��

����

	¾
¶
R	Ò�M
/ ��

	Ý	ô
¨	ï �ñ	æ	Ï	-	À#³
R	Ò ��

	¾
¶
R	Ò�M
/	¾
¶
R	Ò�M
/

	Ý	ô
¨	ï

31



Memo

32



Ⅱ．　個体検定日成績・個体累計成績



 
 
  

個体検定日成績 各ブロックの概要 

 乾乳牛 

 集計行 

 搾乳牛 

 分娩情報 

搾乳日数 

 乳量・体細胞  各種乳成分、疾病コード、直近体重 

各項目の詳細は次ページで説明 
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個体検定日成績 各ブロックの概要 

 乾乳牛 

 集計行 

 搾乳牛 

 分娩情報 

搾乳日数 

 乳量・体細胞  各種乳成分、疾病コード、直近体重 

各項目の詳細は次ページで説明 
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   個体検定日成績 

●搾乳牛 

個体の検定日成績を掲載しています（並びは拡大 4桁順）。乳量や体細胞数、各種成分に問題があった場合、注意マークが表示されますので、マークのついた牛を中心に確認しましょう。 

最高乳量 
1 乳期中の日乳量の最高値です 

   

バルク影響率 
ある牛の体細胞数が、バルク全体の体細胞数にどれだけ影響しているか示すものです（1%未満非表示） 

 高い牛は優先的に治療しましょう 
 
    

デノボ FA、プレフォーム FA、BHB 
牛の健康を測る指標です 
詳細はP. 15へ 

  
 
    

分娩難易 
 小さいほど自然分娩に近いです 
 （5 段階評価）   

●乾乳牛 - 最終検定の情報を確認しましょう 

乾乳日数 
 搾乳日数の欄に乾乳日数を掲載しています  

●集計行 - 産次別・牛群全体の平均値または合計値を確認しましょう 

 

要注意頭数（分娩後60日以内） 
分娩後60日以内において、低デノボ、高プレフォーム、高BHBに該当する頭数を産次別に集計 
低デノボは22％未満、高プレフォームは50％以上、高BHBは0.13mmol/L以上を指します   

疾病 
疾病が報告された場合、 
疾病コードを最大 2 つ表示します 

  
 
    

※各欄に表示される注意マークの意味は42頁を参照 

※疾病コードは下記の 9 個です 

1:乳房炎      

2:起立不能 

3:ケトーシス 

4:第四胃変位 

5:食滞、鼓脹症 

6:消化器系、代謝障害 

7:乳熱  

8:肢蹄故障  

0:その他 

 
  

 
    

今月の乳量の欄に最終検定日を掲載しています   

損失乳量日計 
検定日の損失乳量（乳房炎で減少した乳量）の合計値が掲載されます 
※単位は kg   

搾乳日数 
 長い牛は一般的に乳量が減り、 
 乳脂率などが上昇します 
 

 
    

体細胞スコア 
 スコアの推移を産次別に確認しましょう   
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   個体検定日成績 

●搾乳牛 

個体の検定日成績を掲載しています（並びは拡大 4桁順）。乳量や体細胞数、各種成分に問題があった場合、注意マークが表示されますので、マークのついた牛を中心に確認しましょう。 

最高乳量 
1 乳期中の日乳量の最高値です 

   

バルク影響率 
ある牛の体細胞数が、バルク全体の体細胞数にどれだけ影響しているか示すものです（1%未満非表示） 
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疾病 
疾病が報告された場合、 
疾病コードを最大 2 つ表示します 

  
 
    

※各欄に表示される注意マークの意味は42頁を参照 

※疾病コードは下記の 9 個です 

1:乳房炎      

2:起立不能 

3:ケトーシス 

4:第四胃変位 

5:食滞、鼓脹症 

6:消化器系、代謝障害 

7:乳熱  

8:肢蹄故障  

0:その他 

 
  

 
    

今月の乳量の欄に最終検定日を掲載しています   

損失乳量日計 
検定日の損失乳量（乳房炎で減少した乳量）の合計値が掲載されます 
※単位は kg   

搾乳日数 
 長い牛は一般的に乳量が減り、 
 乳脂率などが上昇します 
 

 
    

体細胞スコア 
 スコアの推移を産次別に確認しましょう   
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個体累計成績 各ブロックの概要 

 搾乳牛 

 乾乳牛 

 除籍牛 

 集計行 

 プロフィール  乳期の乳生産・305 日実量または期待量・ 

牛評・通算乳量 

 繁殖成績 

 牛評（乳量と遺伝評価）  産次別および全体集計 

各項目の詳細は次ページで説明 
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 個体累計成績 

個体ごとに 1乳期の成績を掲載しています（通算乳量のみ複数乳期にまたがって計算）。 

●搾乳牛 
検定牛のプロフィール 
 品種や父牛の略号、分娩年月日、産次、産子の性別など、 
 牛の基本情報を確認できます 
    

疾病回数・健康注意 
 疾病回数：分娩後の疾病報告があった回数 
 健康注意：分娩後 60 日以内に高 BHB もしくは低デノボになった牛に「注」と表示 
      ※高 BHB は 0.13mmol/L 以上、低デノボ 22%未満 
    

牛評 
 補正乳量と全国遺伝評価（産乳成分）の牛群内順位を、 
A～F の 6 段階のコードで評価（最良は A）  

    
管理コード 
現時点の牛の繁殖状況が掲載 

 繁殖において次に何をすべきかの目安 
   
    

 
体細胞スコア 
体細胞スコアの乳期平均と５以上回数を掲載 
５以上回数が 4 回を超えた牛には、 
治療必要牛として「治」を表示 

   

●乾乳牛（上行）- 乾乳牛の状況をつかみましょう（乳期累計と「305 日実量または期待量」については、新規乾乳牛のみ値が表示） 

●除籍牛（下行）- 除籍牛の通算のデータを確認しましょう（検定月に除籍報告のあった牛のみ掲載） 

 

 

 

牛評のうち、「遺伝評価」のコードの閾値と 
各コードの頭数分布を掲載 
   

各産次と牛群全体での合計頭数  
   

※品種と管理コードの一覧は 60～61 頁を参照   

通算乳量 
 生まれてから検定日までに搾った総乳量 
    

次産分娩間隔 
 前回分娩日から分娩予定日までの日数 
 間隔が長いと泌乳日数や乾乳日数も長くなり、 
 分娩時の事故や過肥のリスクが増大します    

乾乳経過日数 
乾乳経過日数が長すぎる場合は要注意 
次の分娩に支障が出る可能性がありま
す   

検定時に報告された除籍理由 
   乾乳月日   除籍年齢   除籍までの通算乳量と総搾乳日数   除籍年月日 

   

●集計行 - 各産次もしくは牛群全体の平均・合計を確認しましょう 

 

 
牛評のうち、「補正乳量」のコードの閾値と 
各コードの頭数分布を掲載 
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 個体累計成績 

個体ごとに 1乳期の成績を掲載しています（通算乳量のみ複数乳期にまたがって計算）。 

●搾乳牛 
検定牛のプロフィール 
 品種や父牛の略号、分娩年月日、産次、産子の性別など、 
 牛の基本情報を確認できます 
    

疾病回数・健康注意 
 疾病回数：分娩後の疾病報告があった回数 
 健康注意：分娩後 60 日以内に高 BHB もしくは低デノボになった牛に「注」と表示 
      ※高 BHB は 0.13mmol/L 以上、低デノボ 22%未満 
    

牛評 
 補正乳量と全国遺伝評価（産乳成分）の牛群内順位を、 
A～F の 6 段階のコードで評価（最良は A）  

    
管理コード 
現時点の牛の繁殖状況が掲載 

 繁殖において次に何をすべきかの目安 
   
    

 
体細胞スコア 
体細胞スコアの乳期平均と５以上回数を掲載 
５以上回数が 4 回を超えた牛には、 
治療必要牛として「治」を表示 

   

●乾乳牛（上行）- 乾乳牛の状況をつかみましょう（乳期累計と「305 日実量または期待量」については、新規乾乳牛のみ値が表示） 

●除籍牛（下行）- 除籍牛の通算のデータを確認しましょう（検定月に除籍報告のあった牛のみ掲載） 

 

 

 

牛評のうち、「遺伝評価」のコードの閾値と 
各コードの頭数分布を掲載 
   

各産次と牛群全体での合計頭数  
   

※品種と管理コードの一覧は 60～61 頁を参照   

通算乳量 
 生まれてから検定日までに搾った総乳量 
    

次産分娩間隔 
 前回分娩日から分娩予定日までの日数 
 間隔が長いと泌乳日数や乾乳日数も長くなり、 
 分娩時の事故や過肥のリスクが増大します    

乾乳経過日数 
乾乳経過日数が長すぎる場合は要注意 
次の分娩に支障が出る可能性がありま
す   

検定時に報告された除籍理由 
   乾乳月日   除籍年齢   除籍までの通算乳量と総搾乳日数   除籍年月日 

   

●集計行 - 各産次もしくは牛群全体の平均・合計を確認しましょう 

 

 
牛評のうち、「補正乳量」のコードの閾値と 
各コードの頭数分布を掲載 
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補足：個体検定日成績の注意マーク 

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

個体検定日成績の乳量、体細胞数、各成分値の欄に表示される注意マークとその意味に
ついてまとめました。 

① 乳量 
▼：先月比 20％以上減 
▽：先月比 10～20％減 
※：ピーク時（検定 60 日以内で先月比）減 

  
② 体細胞スコア 

▲：7 以上 
△：5・6 
注：3 ヵ月平均 5 以上  

  

③ 乳脂率 
▼：先月比 1.0%以上減 
▽：先月比 0.5～0.9％減 
※：3.3%以下  

  

④ デノボ FA 
**：分娩後 60 日以内で 22%未満  

  
⑤ プレフォーム FA 

**：分娩後 60 日以内で 50%以上  
  
⑥ BHB 

**：分娩後 60 日以内で 0.13mmol/L 以上 
  

⑦ 蛋白質率 
▼：先月比 0.5％以上減 
▽：先月比 0.3～0.4％減 
※：2.8%以下  

  
⑧ 無脂固形分率 

▼：先月比 1.0%以上減 
▽：先月比 0.5～0.9％減 
※：8.3%以下 

  
⑨ MUN 

※：8％未満または 16％超  
  

*：分娩後 61 日以上で 0.13mmol/L 以上 
  

① ② ③ 
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Ⅲ．用語・略語および検定成績の計算方法





48 

 

用語・略語 

  成績集計期間 
・飼養日数 

1 年間に牛が経産牛として在籍していた日数。ただし、下記の期間は計算に含めない: 
[1] 実施牛で乳量の非公式となっている区間 
[2] 乾乳牛で乾乳直前の検定日間成績が計算不可となっている区間 
[3] 乾乳牛で乾乳前の乳期について 1 回も搾乳記録がない場合の乾乳期間 

 

・総飼養日数 
1 農家の 1 年間の全牛における飼養日数を合計したもの 

 

・最近 1ヵ年 
検定日を起点とする 12 ヵ月 

 

・過去 1ヵ年 
検定日から 1 年前の年月の初日～検定日前月末日 
※ 過去 3 ヵ月、過去 6 ヵ月等も同様 (例 2026/01/10 検定の場合、過去 3 ヵ月は 

2025/10/01～2025/12/31、過去 6 ヵ月は 2025/07/01～2025/12/31) 
 

・前年 1ヵ年 
過去 1 ヵ年のさらに 1 年前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  牛の状態 
・未経産牛 

分娩歴のない牛 
 

・経産牛 
分娩歴のある牛 

 

・乾乳牛 
検定日時点で (最終分娩日) < (最終乾乳日)の牛 

 

・搾乳牛 
検定日時点で (最終乾乳日) < (最終分娩日)または初産分娩後搾乳継続中の牛で、分娩後 
日数 7 日以上のもの。検定中止の牛(検定日乳量成績のない牛)も含む 

 

・実施牛 
検定日乳量成績のある牛 

 

・日数不足牛 
検定日時点で分娩後日数 6 日以下の牛 
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・検定中止牛 
搾乳牛のうち今回検定で乳量成績のない牛 

 

・受胎牛 
最終授精報告に対し受胎報告のあった牛、あるいは最終授精報告から 70 日以上経過し別の
授精報告、発情、流産、「繁殖に供さない」の報告のない牛。後者については NR70 と呼ん
で区別することもある 

 

・繁殖に供さない牛 (繁殖供用不牛) 
「繁殖に供さない」の報告があり、その後に授精報告のない牛。今後授精・分娩予定のない
牛とみなし、繁殖関連の成績の計算においては集計対象外とする 

 
  日付・日数 

・分娩後日数 
分娩当日を 1 日目とした分娩からの経過日数で、「搾乳日数」も同義 

 

・初回授精日数 
(分娩後の初回授精日) – (分娩日) 

 

・空胎日数 
(最終授精日) – (分娩日) 

 

・分娩間隔 
(分娩日) – (前回分娩日) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・乾乳予定日 
(分娩予定日) – 59 日 

 

・分娩予定日 
(最終授精日) + 279 日  (ET の場合: (最終授精日) + 272 日) 
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  乳量等の成績 
・成績 

後述の検定日成績、検定日間成績および乳期成績などの「成績」は、乳量、乳脂量等の総称。
特定の項目に対しては「検定日乳量」、「通算乳量」といった呼び方をする 

 

・検定日成績 
検定当日 1 日分の乳量等の成績 

[1] 乳量 
(1) A4 検定、パーラーAT 検定: 各搾乳回で実測された乳量の合計 
(2) AT 検定: 立会時の実測乳量、搾乳時間帯および搾乳間隔からの推定値 
(3) AZ、自動検定: 過去の乳量記録および搾乳間隔からの推定値 

 

[2] 乳脂率 
(1) A4 検定: 実測値 
(2) AT、パーラーAT 検定: 実測値、搾乳時間帯および搾乳間隔からの推定値 
(3) AZ、自動検定: 実測値等からの推定値 

 

[3] その他の成分率: 実測値。自動検定で 1 頭につき複数サンプルが取得された場合の
み、乳量(脂肪酸組成のみ乳脂量)による加重平均 

 

[4] 成分量: (日乳量)×(成分率) 
 

・検定日間成績 
ある検定の翌日から次の検定当日までの乳量等の成績。 

[1] 分娩後初回の検定: 初回検定成績と分娩後日数から計算 
[2] 乳期途中: 前月検定と今月検定の成績および検定日間の日数から計算 
[3] 乾乳後: 乾乳前の最終検定成績と最終検定～乾乳までの日数から計算 

前月の成績が検定中止で、前々月と今月の検定日成績のある場合には、前々月と今月の成績
から 2 ヵ月分の検定日間成績を計算する。これを「検定日間成績の推定」といい、前回検定
より 40%以上乳量が減少し検定前々日～検定当日に発情または授精報告があるか検定当日
に疾病報告のある場合にもこの推定計算を適用する 

 

例) 2025/10/15 検定で日乳量 33.0kg、2025/11/14 検定で日乳量 29.2kg 
     
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ この例は乳期途中の場合の計算方法であり、「分娩直後」、「ピーク」、「最終検定～乾乳」
では補正計算を適用する 
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・検定日数 
ある乳期における分娩後日数のうち、検定日間成績を計算できた日数 
※ 下記の「非公式」も参照 

 
 

・非公式 
次のいずれかに該当する乳期。[1][2]の場合、該当する期間の検定日間成績は計算不可 

[1] 初回検定時の分娩後日数が 63 日以上 
[2] 2 ヵ月連続で検定中止 
[3] 1 乳期で 3 回以上検定日間成績の推定が発生 

 

なお、次の場合には前回検定翌日～乾乳日までの検定日間成績は計算対象外となり検定日
数にも含まないが、乳期成績は非公式にはならない。 

[1] 今回乾乳報告のあった牛において分娩から乳量の記録された最終検定までの日数が 
40 日未満の場合 

[2] 乳量の記録された最終検定翌日から乾乳前日までの日数が 58 日以上 
 
 

・乳期成績 
検定日間成績を 1 乳期分すべて合計したもの。1 乳期は、乾乳または次産分娩によって完了
する。「累計成績」も同義 

 
 

・305日成績 
乳期成績から、分娩後 305 日までの成績を推定計算したもの。分娩後 305 日未満で乳期完
了した場合には計算対象外 

 
 

・305日期待成績 
分娩後 305 日未満の未完了乳期について、305 日成績を推定計算したもの。当該牛の検定
成績のほか過去の全道の検定成績も考慮した「MTP 法」という手法により計算する 

 
 

・補正乳量 
様々な月齢で分娩した牛から得られる 305 日成績を、72 ヵ月齢で分娩したものとして補正
計算したもの。「成牛換算」とも呼ぶ 

 
 

・通算成績 
誕生から除籍までのすべての乳期成績の合計で、非公式、未完了の乳期も含む 
※ 公式かつ完了した乳期の記録のみの合計を「生涯成績」と呼ぶ 

 
 

・管理乳量 
様々な条件で取得された検定日成績を「2 産、搾乳日数 150 日、4 月分娩、分娩月齢 36～
38 ヵ月」で得られたものとなるよう検定日乳量、乳脂量および無脂固形分量に補正係数を
掛け、さらにそれらを固形分補正したもので、分娩後 305 日までの牛に対して計算する。 
 

      (管理乳量) =  – 0.0752×(乳量補正係数)        ×(日乳量) 
+12.30  ×(乳脂量補正係数)      ×(日乳脂量) 
+ 6.56  ×(無脂固形分量補正係数)×(日無脂固形分量) 
 

※ 上記の式のうち、赤文字部分が産次や搾乳日数等の補正、それ以外が固形分補正 
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・乳代 
(検定日乳量)×(補給金単価)+(検定日乳脂量)×(乳脂肪分単価) 
+(検定日無脂固形分量)×(無脂固形分単価) 
※ 検定成績の計算時点では当該年月の乳価は未確定のため、まず 2 ヵ月前の単価で計算し、 

2 ヵ月後の乳価確定時に再計算する 
   例) 2026 年 1 月乳価 
         [1] 2025 年 12 月途中に「2025 年 11 月分の乳価」が確定 
         [2] 2026 年 1 月の乳代を暫定的に「2025 年 11 月分の乳価」で計算 
         [3] 2026 年 2 月途中に「2026 年 1 月分の乳価」が確定、 
             このとき、2026 年 1 月分の乳代を確定した乳価で再計算 

 
 

・乳価 
(乳代)÷(検定日乳量) 
※ 乳量 1kg 当りの乳代 

 
 

・損失乳量 
(検定日乳量)×(乳量損失率[%])÷100 
※ 乳量損失率の定義については下記の「体細胞スコア」を参照 

 
 

・損失乳代 
(損失乳量)×(乳価) 

 
 

・体細胞スコア (SCS: Somatic Cell Score) 
体細胞数を対数変換したもので、体細胞数・乳量損失率の対応は以下のようになる 

 
体細胞 
スコア 

体細胞数範囲  乳量損失率(1 日) 
(千)  初    産 2 産以上 

1 18 ~ 35  0 0 
2 36 ~ 70  0 0 
3 71 ~ 141  2.1 2.5 
4 142 ~ 282  2.6 3.3 
5 283 ~ 565  3.0 3.7 
6 566 ~ 1,131  3.5 4.1 
7 1,132 ~ 2,262  4.9 5.4 
8 2,263 ~ 4,525  8.0 8.4 
9 4,526 ~   14.1 14.8 
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  略語 
 

・BHB (β-hydroxybutyrate) 
β-ヒドロキシ酪酸 

 
 

・MUN (Milk Urea Nitrogen) 
乳中尿素態窒素 

 
 

・NTP 
Nippon Total Profit index (総合指数)の略で、種雄牛の総合的な遺伝的能力を示す指数。
家畜改良センターが計算・公表しており、NTP の高い種雄牛を使用することにより産乳性、 
繁殖性、長命性等の総合的な改良を見込める 

 
 

・NR70（ノンリターン 70） 
最終授精報告から 70 日以上経過し別の授精報告、発情、流産、「繁殖に供さない」の報告 
のない牛を自動的に受胎扱いとしたもの 
 

 

  その他 
 

・濃厚飼料給与量、濃厚飼料費 
濃厚飼料のみの給与量および購入費 

 
 

・購入飼料給与量、購入飼料費 
濃厚飼料および購入粗飼料の給与量および購入費 
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検定成績の計算方法 

検定成績表 (牛群) 
 

年間累計 
 

過去 1 ヵ年(P. 45 参照)に期間の含まれる検定日間成績を月ごとに分割し、期間内の成績をすべ
て合計したもの。検定日間成績は基本的に 2 ヵ月にまたがる(前回検定翌日～今回検定日)ため、 

(検定日間成績) ÷ (前回検定翌日～今回検定日の日数) 
を 1 日当たりの成績とし、これに計算対象の月に含まれる日数を掛け、当該月内の成績とする 

 
 

例) 2025/10/15 検定、2025/11/14 検定で検定日間成績(乳量)が 900kg                                                        
 

・乳量、乳代、購入飼料給与費、濃厚飼料給与費、濃厚飼料給与量、乳代－購飼費 
過去 1 ヵ年の年間累計。前年対比は前年 1 ヵ年(P. 45 参照)に対する過去 1 ヵ年成績の比率 

 

・乳飼比 
(過去 1 ヵ年の購入飼料費) ÷ (過去 1 ヵ年の乳代) × 100 
※ 前年対比は前年 1 ヵ年と過去 1 ヵ年の差 
   例) 過去 1 ヵ年の乳飼比が 16%、前年 1 ヵ年の乳飼比が 17% 
       (乳飼比前年対比) = 16 – 17 = –1[%] 

 

検定成績表

年間累計

過去

A-1   
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検定日成績 
 

いずれも、1 ヵ年平均は最近 1 ヵ年のうち検定中止でない月のみの平均値 
 

・検定乳量 
各月(今月、前月、1 年前)の全実施牛における日乳量の合計 

 

・出荷乳量 
各月に報告された出荷乳量と自家消費量の合計 

 

・比率 
各月の検定乳量の出荷乳量(自家消費量も含む)に対する比率(%)、1 ヵ年平均については最
近 1 ヵ年のうち検定中止でない月の検定乳量合計と出荷乳量合計の比率 

 

・乳代 
各月の全実施牛における乳代の合計 

 
 

検定日牛群構成 
 

・年齢、頭数 
12 ヵ月齢以上の未経産牛頭数と検定時月齢の平均、および初産から 5 産以上の各産次区分
における頭数と分娩月齢の平均。経産牛については乾乳も含め在籍牛すべてを集計対象と
する。なお、「平均」欄は年齢、産次とも未経産牛を含まない 

 

・搾乳日数 
搾乳牛と日数不足牛の平均分娩後日数 

 

・比率 
経産牛全頭を 100%としたときの産次ごとの頭数割合 

 

・日乳量 
実施牛における日乳量の平均。なお、検定中止牛、日数不足、乾乳牛は計算に含めない 

 

・出荷比率 
実施牛における日乳量の産次別合計の、農家全体の日乳量合計に占める割合 
例) 初産の日乳量合計が 200kg、農家全体の日乳量合計が 1000kg 
      (初産の出荷比率) = 200 ÷ 1000 × 100[%] = 20[%] 

 
 

経産牛1頭当り年間成績 
 

・乳量 
起点となる検定月における年間累計乳量を「実頭数」で割ったもの 
※1 実頭数: 総飼養日数を年間日数で割った値。年間日数は 365 日(通常)または 

366 日(閏年)で、1 頭の経産牛を 1 年間継続して飼養すると実頭数は 1 となる 
※2 「最新」行は過去 1 ヵ年の成績。つまり【年間累計】欄の乳量を実頭数で割った値 

 

・乳脂、蛋白、無脂 
起点となる検定月における年間累計乳成分量を年間累計乳量で割ったもの 

検定日成績

いずれも、

A-2   

検定日牛群構成

年齢

A-3   

経産牛

乳量

A-4   
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年間 305 日成績 
 

乳期完了日が最近 1 ヵ年以内かつ搾乳日数 240 日以上 304 日以下である牛の乳期成績と、最
近 1 ヵ年内に 305 日成績の完成した牛の 305 日成績の集計。なお、305 日時点(未到達牛は乳
期全体)で非公式の牛は集計対象外 

 

・240～305 日間成績 
305 日または乳期成績の産次別および農家全体の平均 

 

・補正乳量分布 
農家全体における補正乳量(P. 48 参照)のパーセント順位(最上位を 100%、最下位を 0%
としたときの順位)を元にした 20%ずつの境界値と各区分に含まれる頭数。たとえば「80%
～」の欄には農家内で上位 20%の牛が含まれる 

 
 

直近 13 ヵ月成績 牛群構成 
 

・経産牛、搾乳牛、乾乳牛 
それぞれ、各検定日時点での経産牛、搾乳牛、乾乳牛の頭数 

 

・分娩 
各年月に当該農家で報告された分娩の件数(初産、乳用雌は内数)。ただし、「乳用雌」につ
いては分娩前の最終授精が肉用種でない(乳用種または不明)場合のみ集計対象とするほか、
雌双子の場合には 2 とカウントし、フリーマーチン(雌雄双子)は計算に含めない 

 

・除籍(経産牛) 
各年月に除籍された経産牛の頭数。分娩後 30 日以内の除籍であれば「～30 日」、分娩後 31
～60 日の除籍であれば「31～60 日」のカウント対象とする 

 

・搾乳日数 
各検定日時点での搾乳牛と日数不足牛の平均分娩後日数 

 
 

直近 13 ヵ月成績 検定日成績/1 頭平均  
 

・管理乳量 
各月実施牛における管理乳量(P. 48 参照)の平均 

 

・乳量 
各月実施牛における日乳量の平均 

 

・乳脂、蛋白、無脂 
各月実施牛における (日成分量の合計) ÷ (日乳量の合計) × 100 

 

・MUN 
各月実施牛における ((MUN)×(日乳量)の合計) ÷ (日乳量の合計) × 100  

 

・デノボ FA 
各月実施牛における ((デノボ FA)×(日乳脂量)の合計) ÷ (日乳脂量の合計) × 100  

 

経産牛

直近直近B-1   

管理乳量

直近直近B-2   

年間

乳期完了日が最近

A-5   
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直近 13 ヵ月成績 健康指標 

 
・泌乳初期 低デノボ 

各月分娩後 60 日以内の牛のうち、デノボ FA が 22%未満の頭数 
 

・泌乳初期 高 BHB 
各月分娩後 60 日以内の牛のうち、BHB が 0.13mmol/L 以上の頭数 

 

・体細胞 平均 
各月実施牛における (体細胞数×日乳量の合計) ÷ (日乳量の合計) × 100  

 

・損失乳代 
各月実施牛における 1 ヵ月間の損失乳代の合計: 
(1 頭の損失乳代) = (各月損失乳量)×(乳価)×(各月の日数) 

 

・体細胞スコア平均 
各月実施牛における体細胞スコアの平均 

 

・体細胞スコア 2 以下、3～4、5 以上 
各月実施牛における各体細胞スコア区分に該当する牛の割合 

 

・体細胞スコア 新規 5 以上 
各月実施牛における体細胞スコア 5 以上かつ下記のいずれかに該当する割合 

[1] 前月の体細胞スコアが 5 未満、あるいは前月まで検定未加入か未経産 
[2] 前月が検定中止かつ乳房炎報告なし、前々月も乳量がないか体細胞スコアが 5 未満 
[3] 前月乾乳または日数不足で、前産次の最終検定～今月までに除籍期間がある 
[4] 前月乾乳または日数不足で、前産次の最終検定～今月までに除籍期間がなく、 

下記のいずれかに該当: 
(1) 前産次最終検定で体細胞スコアが 5 未満 
(2) 最終検定で乳量がなく、その後の乾乳と日数不足の期間で乳房炎報告がない 

 
 

直近 13 ヵ月成績 繁殖管理（経産牛） 
 

※ 最終乳期に「繁殖に供さない」の報告のある場合、最終乳期の記録は集計対象外 
 

・授精 
各年月に当該農家で報告された授精の件数。連注(授精当日を 1 日目としてから 10 日目ま
での再授精)は 1 件として数える 

 

・受胎 
各年月の授精記録のうち受胎の確定した件数 

 

・受胎率 
(受胎頭数) ÷ (授精件数) × 100[%]  (「初回」列は授精回数 1 の記録のみの集計値) 

 

・100 日以上未授精 
各検定日時点で分娩後 100 日以上経過していて、最終分娩後に授精報告のない頭数 

 

・200 日以上空胎 
各検定日時点で分娩後 200 日以上経過していて、受胎していない頭数 

泌乳初期

直近直近B-3   

※ 最終乳期に

直近直近B-4   
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直近 13 ヵ月成績 平均・計 

 
過去 1 ヵ年の集計。背景色が白の場合には平均、灰色の場合には合計を意味する 
※1 泌乳初期列については、1 乳期に複数回該当する場合にも 1 と数える。たとえば 1 頭の牛 

が分娩後 60 日以内に 2 回検定を受け、2 回とも高デノボ条件に該当した場合、「平均・計」 
欄の集計では 2 ではなく 1 と数える 

※2 受胎率については 12 ヵ月前～3 ヵ月前の 10 ヵ月分を集計 
(受胎未確定年月を除外するため) 

 
 

直近 13 ヵ月成績 前年成績 
 

前年 1 ヵ年の集計。列ごとの集計方法は「平均・計」と同一 
※ 受胎率のみ「平均・計」と異なり、他の列と同様に 24 ヵ月前～13 ヵ月前の集計 

 
 

月別分娩予定頭数 
 

・分娩 
検定日時点で受胎している牛における、分娩予定年月別の頭数。「初産」欄は、検定日時点
で未経産の牛における分娩予定年月別頭数 

 

・産子内訳 
分娩予定牛の最終授精略号から品種を判定し、肉用種(和牛等)の授精であれば「肉用」、 
それ以外の授精であれば「乳用」としたときの、それぞれの品種の分娩予定年月別頭数 

 

・予測頭数 
搾乳牛と日数不足牛の頭数を基準に、月ごとの分娩予定頭数と乾乳予定頭数を考慮して求
めた、各月末時点での搾乳頭数および乾乳頭数。ただし、検定日時点で乾乳予定日((分娩予
定日) - 59 日)を超過して未乾乳の牛については乾乳頭数の計算対象としない 
例) [1] 検定日時点で搾乳牛と日数不足牛が 60 頭、乾乳牛が 15 頭 

[2] 月末までの分娩予定頭数が 5 頭(すべて乾乳牛)、乾乳予定頭数が 3 頭 
→ (次月の予測搾乳頭数) = 60 + 5 – 3 = 62   (分娩頭数を足し、乾乳頭数を引く) 
   (次月の予測乾乳頭数) = 15 – 5 + 3 = 13   (乾乳頭数を足し、分娩頭数を引く) 

 
 

検定日個体分布 
 

・上段 (乳量区分別頭数) 
実施牛の産次、分娩後日数、日乳量区分別の頭数 

 

・下段 (平均等) 
実施牛の産次、分娩後日数区分ごとの検定日成績の平均等: 

[1] 乳量、体細胞スコア: 単純平均 
[2] 乳脂率、蛋白質率、乳糖率、MUN、体細胞数: 乳量による加重平均 
[3] P/F 比: (平均蛋白質率) ÷ (平均乳脂量率) × 100[%] 
[4] 体細胞スコア 5 以上頭数: 体細胞スコア 5 以上の頭数 

ヵ年の集計。背景色が白の場合には平均、

B-4   

過去 1 ヵ年の集計。背景色が白の場合には平均、1 ヵ年の集計。背景色が白の場合には平均、

4-4B-3   

1 ヵ年の集計。背景色が白の場合には平均、

-3B-2   

過去過去過去過去

2-2B-1   

ヵ年の集計。列ごとの集計方法は「平均・計」と同一

B-4   

前年 1 ヵ年の集計。列ごとの集計方法は「平均・計」と同一1 ヵ年の集計。列ごとの集計方法は「平均・計」と同一

4-4B-3   

1 ヵ年の集計。列ごとの集計方法は「平均・計」と同一

-3B-2   

前年前年前年前年

2-2B-1   

分娩

月別分娩予定頭数月別分娩予定頭数C-1   

検定日個体分布

上段

検定日個体分布D-1  
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泌乳初期要注意牛 
 

・要注意頭数 
乳脂率 3.5%以下、乳脂率 5.0%以上、蛋白質率 2.8%以下、BHB 0.13mmol/L 以上、 
デノボ FA 22%未満のいずれかに該当する頭数 

 

・総頭数 
各産次区分における、分娩後 30 日以内、31 日～60 日以内の実施牛の頭数 

 

・下段 
各要注意基準に該当する頭数 
例) 1 頭の牛が乳脂率 3.5%以下、蛋白質率 2.8%以下の両方に該当 
    → 乳脂率≦3.5%、蛋白質率≦2.8%の頭数にそれぞれカウントする。ただし、 

「要注意頭数」については 1 とカウントする 
 
 

年間追加除籍牛 
 

・1年前 
期首(12 ヵ月前の検定日)における産次ごとの頭数 

 

・追加 
直近 12 回の検定にて追加された頭数 

 

・除籍頭数(売却) 
直近 12 回の検定にて除籍された頭数と、そのうち乳用売却で除籍された頭数 

 

・淘汰率 
直近 12 回の検定にて乳用売却以外の理由で除籍された牛の、1 年前頭数に対する割合 

 

・30日以内除籍 
検定日の 13 ヵ月前月初～2 ヵ月前末日までに当該農家で分娩した牛のうち、分娩後 30 日
以内に除籍された割合(検定日時点で分娩後 2 ヵ月経過した記録のみが集計対象) 

 

・通算乳量 
直近 12 回の検定にて除籍された牛における、除籍日までの各産次の乳期乳量の合計。 
未完了や非公式の乳期も含む 

 
 

分娩間隔・乾乳 
 

※ 除籍牛も集計に含む 
 

・分娩間隔 
過去 1 ヵ年に分娩した頭数、ならびに分娩間隔の日数区分別頭数および平均。前回産次と
今回産次の差が 1 である記録のみ集計対象とする 

 

・乾乳日数 
過去 1 ヵ年に分娩した牛のうち分娩前の乾乳記録のある頭数、ならびに乾乳日数区分別頭
数および平均 

分娩間隔・乾乳

※ 除籍牛も集計に含

F-1  

年間追加除籍牛

1年前

E-2   

1年前

-2E-1   

泌乳初期要注意牛

要注意頭数

泌乳初期要注意牛D-2  
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空胎日数 
 

・空胎日数 
過去 1 ヵ年の授精のうち受胎確認された記録における空胎日数の日数区分別頭数と平均で、
除籍牛も集計に含む 

 

・授精回数 
検定日時点で受胎している在籍牛の最終授精回数の平均 

 

・分娩間隔予定平均 
検定日時点で受胎している在籍牛がすべて予定日に分娩した場合の分娩間隔の平均 

 

・繁殖に供さない 
在籍牛で「繁殖に供さない」の報告のある頭数。ただし、「繁殖に供さない」の報告より後
に授精報告のある牛については集計対象外 

 
 
 

授精状況 
 

※ 除籍牛も集計に含む。最終乳期に「繁殖に供さない」の報告のある牛は集計対象外 
 

・初回授精日数 
過去 3 ヵ月、過去 6 ヵ月および過去 1 ヵ年の間に報告された分娩後の初回授精に対し、分 
娩から授精までの日数の区分別割合、合計頭数、平均 

 

・授精間隔 
過去 3 ヵ月、過去 6 ヵ月および過去 1 ヵ年の間に報告された 2 回目以降の授精に対し、前
回授精から今回授精までの日数の区分別割合、合計件数、平均 

 

・受胎率 
過去 1 ヵ年の授精記録のうち、受胎未確定記録の含まれる過去 2 ヵ月分の記録を除外した
ときの日数区分別の受胎率 ( (受胎頭数) ÷ (授精件数) × 100 )。初回授精全体の受胎率に
ついては「平均」列の最下段、2 回目以降授精全体の受胎率については「2 回目以降授精」
列の最下段にそれぞれ表示 

 
 
 

初産分娩月齢 
 

・頭数、月齢分布、平均 
過去 1 ヵ年に報告された初産分娩記録数、初産分娩月齢別頭数、初産分娩月齢の平均で、 
除籍牛も集計に含む 

 

・予定平均 
検定日時点で未経産かつ受胎中の全在籍牛が予定日に分娩した場合の分娩月齢の平均 

 
 
 

空胎日数

空胎日数

F-2  

授精状況

※ 除籍牛も集計に含

F-3  

初産分娩月齢

頭数、月齢分布、平均

F-4   
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授精月齢 
 

※ 除籍牛も集計に含む。「繁殖に供さない」の報告のある牛は集計対象外 
 

・最終授精 
過去 1 ヵ年の授精で受胎した未経産牛の頭数、最終授精時の月齢区分別頭数および授精回
数の平均、ならびに受胎に至った最終授精月齢の平均 

 

・初回授精 
過去 1 ヵ年に初回授精された未経産牛の頭数、初回授精時の月齢区分別頭数および初回授
精月齢の平均 

 
 
 

最終授精 
 

・最終授精 
在籍牛に対する最終授精種雄牛の NTP の平均(国産のみ)、授精(AI)、受精卵移植(ET)およ
び品種別の件数。「性選別」および「ヤング」は乳用種授精の内数であり、「ヤング」は国内
ヤングサイアのうち調整交配期間および調整交配期間の終了から 2 年以内に授精された記
録の集計値。「合計」列には品種不明の授精と ET も含む 

 

・年間産子生産 
過去 1 ヵ年の分娩による乳用種および肉用種の生産頭数で、分娩前の最終授精種雄牛と分
娩報告時の産子性別により分類される。乳用雌の集計には雌の単子、双子のみを含み、雄に
は単子、双子、三子以上、フリーマーチンおよび性別不明(つまり雌の単子と双子以外すべ
て)を含む。雌・雄とも双子であれば 2、三子以上であれば 3 とカウントする 

 
 
搾乳管理 

[1] A4 検定、AT 検定(パーラーAT 検定も含む) 
・ユニット、人数 

AT 検定: 立会時に報告されたユニット台数、搾乳人数 
A4 検定: 報告された搾乳回ごとのユニット台数、搾乳人数の平均 

 

・1回平均 
AT 検定: 今回、前回搾乳における搾乳開始～終了までの時間の平均 

(3 回搾乳であれば前々回搾乳も計算に含める) 
A4 検定: 夜、朝の搾乳開始～終了までの時間の平均 

(3 回搾乳であれば昼搾乳も計算に含める) 
 

・1頭平均 
(1 回平均)×(ユニット)÷(実施牛頭数) 

 
[2] AZ 検定、自動検定 

検定方法(AZ、自動)および立会(サンプリング)開始～終了日時を表示 
 
 

授精

※ 除籍牛も集計に含

F-5   

最終授精

最終授精

最終授精G-1   
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検定成績表 (個体検定日成績) 
 

個体成績 
表示条件および順序 

搾乳牛、日数不足牛 → 乾乳牛の順に表示。同一区分の牛については拡大 4 桁順(重複の場合
にはさらに個体識別番号順)で表示 

 

・バルク影響率 
(日乳量)×(体細胞数) が農家全体の「(日乳量)×(体細胞数)の和」に占める割合(%)。 
1%未満は非表示 

 

・最高乳量 
1 乳期で 2 回以上検定を受けた牛における、日乳量の最高値 

 
 

集計行 
・経産牛 

経産牛頭数 
 

・搾乳牛 
搾乳牛頭数 

 

・産次、乳量、体細胞スコア 
各項目の単純平均 

 

・体細胞数、乳脂率、蛋白質率、無脂固形分率、MUN 
各項目の乳量による加重平均 

 

・デノボ FA、プレフォーム FA、BHB 
泌乳初期(分娩後 60 日以内)の要注意頭数 

 

・損失乳量日計 
各牛の損失乳量の合計 

 

・今月、前月、前々月 
各検定月時点での在籍牛の集計 
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検定成績表 (個体累計成績) 
 

個体成績 
表示条件および順序 

[1] 搾乳牛、日数不足牛 → 乾乳牛 → 除籍牛の順に表示。同一区分の牛については拡大 4 桁
順(重複の場合にはさらに個体識別番号順)で表示 

[2] 今月検定で完了または経過中の乳期が表示対象となり、前乳期の完了と今乳期の開始が
同月に報告された場合には 1 頭の牛の成績を 2 行(前乳期と今乳期)表示する 

    例) 乾乳なしでの分娩、乾乳と分娩が同月に報告された 
[3] 前月またはそれ以前に乾乳した牛の「乳期累計」および「305 日実量または期待量」は、

在籍牛、除籍牛とも表示対象外 
[4] 今月検定中止牛の 305 日期待量は表示対象外 

※ 305 日成績の完成している場合には実量を表示 
 
 

・品種 
ホルスタインの場合には空欄、ヤングサイア娘牛については「後検娘」と表示。 
それ以外の品種については品種略称を表示 

 J E R : ジャージー 
BSW : ブラウンスイス 
A Y S : エアシャー 
G U E : ガーンジー 
M S H : ミルキングショートホーン 
O T H : その他 
H x J : ホルスタイン×ジャージー 
H x B : ホルスタイン×ブラウンスイス 
H x M : ホルスタイン×肉用種 
C R O : その他の交雑種 

 
 

・乳期累計 
分娩から検定日までの検定日間成績の合計。体細胞スコアの「平均」のみ各検定日の成績の
単純平均で、平均体細胞スコアが 5 以上、または体細胞スコア 5 以上回数が 4 以上の場合
に「治」マークを表示 

 
 

・疾病回数 
分娩後に疾病報告のあった回数。9 以上も「9」と表示 

 

・健康注意 
分娩後 60 日以内で低デノボ (デノボ FA が 22%未満)または高 BHB (BHB が 0.13mmol/L
以上)に該当した牛に「注」マークを表示 

 
 

・305 日実量または期待量 
検定日数 305 日以上の場合には 305 日成績、それ以外の場合には期待量を表示。 
補正乳量は 305 日成績(検定日数 300～304 日で乳期完了した場合には乳期成績)または期
待乳量から計算する。 
なお、期待乳量および期待乳量から計算する補正乳量については十の位を四捨五入 
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・牛評 
補正乳量、遺伝評価値(産乳成分)を農家内で A～F の 6 段階に区分したもの。A が最高値 
で、各区分の境界値は集計行で確認可能 

 
 

・乾乳日数 
前乳期の乾乳から今乳期の分娩までの日数 

 
 

・今産分娩間隔 
前乳期の分娩から今乳期の分娩までの日数 

 
 

・空胎日数 
前乳期の分娩から最終授精までの日数 

 
 

・次産分娩間隔 
予定日に分娩した場合の、今乳期の分娩日から次産分娩までの日数 

 
 

・管理コード 
日数不: 日数不足 
供用不: 「繁殖に供さない」の報告あり 
妊鑑予: 授精から検定までの日数が 45～69 日 
妊未確: 授精から検定までの日数が 44 日以内 
乾予定: 次産分娩予定から 120 日以内 
妊  娠: 上記以外で受胎中 
長未授: 分娩から 100 日以上授精なし 
授適期: 分娩から 70～99 日授精なし 
未経産: 授精報告のない未経産牛 
記録無: 検定中止牛 

 
 

・総搾乳日数 
(除籍牛のみ表示)初産分娩から除籍までの日数から、乾乳期間の日数を除いたもの 
 

集計行 
・牛評コード 

乳量、遺伝評価の A～F の境界値および該当する頭数。境界値は、農家内でそれぞれの項目
における平均および標準偏差から計算 

 

・頭数 
未経産牛以外の産次別頭数 
※ 乳期終了と開始の同時報告牛の場合、それぞれの産次に 1 ずつ加える 

 

・後検娘牛 
国内ヤングサイアを父とする経産牛の産次別頭数 

 

・体細胞スコア、乳量、補正乳量、通算乳量、乾乳日数、空胎日数 
各項目の単純平均 

 

・乳脂率、蛋白質率、無脂固形分率 
各項目の乳量による加重平均 
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群別帳票におけるデータの区分方法 
 

 
 

群別帳票においては、過去の検定年月における所属群の判定方法が項目ごとに異なる: 
 
 

[1] 各検定日時点の所属群により区分 
・直近 13 ヵ月成績 
※ 牛群構成-分娩、繁殖管理欄のみ当該繁殖日の直後にある検定時点の所属群を利用 

 
[2] 今回検定における所属群により区分 (今回検定成績のみの集計値) 

・検定日牛群構成 
・月別予定頭数 
・検定日個体分布 
・泌乳初期要注意牛 
・最終授精 

 
[3] 今回検定における所属群により区分 (過去 1 ヵ年または最近 1 ヵ年の集計、 

年間集計のため集計対象期間における群の移動を考慮できないもの) 
・年間累計 
・検定日成績 
・経産牛 1 頭当り年間成績 
・年間 305 日成績 
・分娩間隔 乾乳日数 
・空胎日数 
・初回授精 授精間隔 
・初産分娩月齢 
・授精状況 
・年間 産子生産 
※ 除籍牛の記録は最終検定時に所属していた群の集計値に含まれる 

 
[4] 除籍前の最終検定における所属群により区分 

・年間追加除籍牛、除籍理由 
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